
（１）市民参加の実施内容

市民参加実施結果シート
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・希望者にはオンライン参加が
できるよう環境を整え、参加率
の向上と移動に伴う二酸化炭素
の削減を図った。

⑩工夫したこと⑧市民参加手続実施後の検証
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②募集期間 ③受付方法 ④開催日・場所等 ⑤対象者・人数等

第４期　流山市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）

市民参加の手法 ①開催告知日

○

流山市域の特性に即した地球温暖化対策に関する基本的な考え方のほか、脱炭素社会の構築に向けた目標とともに、市民・事業者・市が各々の役割に応じて取り組むべき対策を示し、市域の温室効果ガス排出量削減の取組を総合的かつ計画的に推進することを目的
とします。

市民参加の
実施結果を
踏まえた担
当課の意見

⑥委員構成 ⑦結果の公表 ⑨意見の反映 ⑪その他特記事項

委員数　１２名

<広報紙>
令和３年度
第１回
Ｒ３/４/１１号
第２回
Ｒ３/７/１号
第３回
Ｒ３/１２/１号
第４回
Ｒ４/３/１号
令和４年度
第１回
Ｒ４/５/１１号

― ―
公募の市民等５名、学識者
４名、関係団体３名

結果　（途中・終了）
令和５年４月１日時点

担当課（　環境政策課　）

２　市民参加の手続　実施結果について

タイトル
第４期　流山市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）
ストップ温暖化！流山プラン

議事録および配布資
料をホームページで
公表

市が考える
市民等への影響

〈メリット〉市域の脱炭素を目指すことによって、持続可能なまちを実現することができます。

〈デメリット〉特に無し

正式名称

審議会：各委員の専門性や経験を生かした多様なご意見をいただくことができた。
パブリックコメント：いただいたご意見によって、より良い計画の策定につなげることができた。

市民参加の方法を選択
した理由・実施時期
（流れ）を選択した理
由

・専門的な見地からの調査や審議、意見を聴取する必要があると考えたため。
・時間や場所等に拘束されず、意見表明ができることから、幅広い市民から意見聴取が可能と考えたため。
・素案を広く周知するとともに、素案に対する具体的な意見を聴取できると考えため。

令和３年度
第１回＜諮問＞
Ｒ３/４/２８
第２回
Ｒ３/７/３０
第３回
Ｒ３/１２/１４
第４回
Ｒ４/３/１７
令和４年度
第１回
Ｒ４/５/２４
＜答申＞
Ｒ４/６/３０

―

意見数
３件
２名

<ＨＰ>
Ｒ４/９/１～

<広報紙>
Ｒ４/９/１月号

<出張所・公民館>
Ｒ４/９/１～

<意見募集期間>
Ｒ４/９/１
～Ｒ４/９/３０
合計３０日間

ファクシミリ
郵送
電子メール
書面の持参

―
<ＨＰ>
Ｒ４/１２/１５～



（２）実施された市民参加の流れ ＊継続的なもの

審議会（諮問・答申など）

パブリックコメント

９月 １１月 １２月 １月 ２月４～９月 10月～３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

審議会等

パブリックコメント手続

市民参加の手法
令和4年度令和3年度

１０月


